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事業実績前年度対比

平成30年度  決  算  概  要

令
和
元
年
度
第
１
回 

定
時
理
事
会
・
定
時
評
議
員
会
・
臨
時
理
事
会
の
開
催

令
和
元
年
度
第
１
回 

定
時
理
事
会
・
定
時
評
議
員
会
・
臨
時
理
事
会
の
開
催

（１）

　　

定時評議員会の様子

定時理事会定時
評議員会

臨時
理事会

平成29年度
3,368人
1,713人
5,081人
2,348人

126,803千円
958,260千円
176,742千円
1,261,805千円

46.2％

平成30年度
3,569人
1,830人
5,399人
2,118人

133,739千円
838,963千円
160,741千円
1,133,443千円

39.2％

対前年度比
105.9％
106.8％
106.2％
90.2％
105.5％
87.6％
90.9％
89.8％
－

項　　　目
  男
 会 員 数 女
  計
就 業 実 人 員
  公共
 契 約 金 額 企業
  個人
  計
就 業 率

受託事業収益
葬祭場管理運営事業収益
労働者派遣事業等受託収益
職業紹介事業受託収益
基本財産運用益
特定資産運用益
受取会員登録手数料
受取補助金等
受取寄付金
雑収益

経常収益計
事業費
管理費

経常費用計

固定資産売却益
経常外収益計

固定資産売却（除却）損
雑費

経常外費用計

経常収益

経常費用

当期経常増減額
経常外収益

経常外費用

当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

決算額
1,133,443,484

203,525,317
9,552,229

6,815
50,358
12,219

466,000
73,208,000

0
1,446

1,420,265,868
1,389,815,382

33,703,182
1,423,518,564

-3,252,696
0
0
0
0
0
0

-3,252,696
199,141,461
195,888,765

（単位：円）（平成30年4月1日から平成31年3月31日まで）

科　　　　　　目

　
令
和
元
年
度
第
１
回
定
時
理
事
会
が
５
月
28

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
　
案
】

①
平
成
30
年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
つ

い
て

②
平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
事
業
報

告
の
附
属
明
細
書
の
承
認
に
つ
い
て

③
平
成
30
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）

の
承
認
に
つ
い
て

④
事
務
費
規
定
の
一
部
変
更
等
に
つ
い

て
⑤
令
和
元
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

⑥
定
時
評
議
員
会
の
日
時
及
び
場
所
並

び
に
目
的
で
あ
る
事
項
等
の
決
定
に

つ
い
て

　
令
和
元
年
度
定
時
評
議
員
会
及
び
令
和
元
年

度
第
１
回
臨
時
理
事
会
が
６
月
12
日
に
開
催
さ

れ
、
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
　
案
】

①
平
成
30
年
度
決
算（
計
算
書
類
等
）

の
承
認
に
つ
い
て

②
定
款
の
変
更
に
つ
い
て

③
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

【
議
　
案
】

①
理
事
長
の
選
定
に
つ
い
て

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
背
景
と
な

る
国
内
の
社
会
経
済
状
況
（
３
月
調
査
）
は
、

２
四
半
期
ぶ
り
に
悪
化
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の

柱
で
あ
り
ま
す
登
録
会
員
数
に
関
し
て
は
、
国

内
の
生
産
年
齢
人
口
減
少
に
よ
る
労
働
力
不
足

や
企
業
等
に
お
け
る
定
年
延
長
の
推
進
等
が
あ

い
ま
っ
て
、
周
辺
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
見
込

ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
会
員
の
平
均
年
齢
は
73
歳
を
上
回
っ
て

き
て
お
り
、
75
歳
（
後
期
高
齢
者
）
を
超
え
る

会
員
の
就
労
策
を
よ
り
一
層
真
摯
に
検
討
す
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
契
約
金
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
度

よ
り
３
年
連
続
で
漸
減
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
適
正
就
業
推
進
に
伴
う
契
約
継
続
の

見
直
し
や
派
遣
事
業
へ
の
移
行
に
よ
る
も
の
が

主
た
る
要
因
と
考
え
ら
れ
、
平
成
30
年
度
は
登

録
会
員
数
の
増
強
及
び
就
業
の
場
の
拡
大
に
つ

い
て
「
認
知
度
倍
増
計
画
」
等
を
推
進
し
、
区

役
所
相
談
員
の
各
事
務
所
へ
の
配
置
統
合
・
拡

充
や
、
新
規
会
員
入
会
方
式
を
月
一
回
開
催
の

登
録
説
明
会
方
式
か
ら
予
約
制
随
時
登
録
方
式

へ
移
行
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
し
デ
ザ

イ
ン
を
始
め
と
し
て
大
幅
に
刷
新
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
か
わ
さ
き
南
部
斎
苑
」
と
「
か
わ

さ
き
北
部
斎
苑
」
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
民

間
事
業
者
と
共
に
事
業
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
平
成
30
年
度
に
つ
い
て
も
安
心
・
安
全

を
基
に
、
公
正
で
円
滑
な
事
業
の
執
行
に
努
め

ま
し
た
。

事
業
報
告



安
全
就
業
だ
よ
り

安
全
就
業
だ
よ
り

誤 嚥 性 肺 炎 に 注 意 ！

最
優
秀
作
品

「
大
丈
夫  

そ
れ
で
も
〝
安
全
〞  

再
確
認
」

　
　
　
　
　林

　
　啓
雄

　中
部
会
員

最
優
秀
作
品

　
　
　
　
　白
倉

　俊
夫

　北
部
会
員

　最近、お茶や食事のときにむせたりしませんか？もしかしたら、誤嚥性肺炎（ごえんせいはいえん）かもしれません・・・
　誤嚥性肺炎は、食べ物や唾液が誤って気管に入ることで起こす肺炎のことを言います。高齢の方の肺炎の多くが「誤
嚥性肺炎」と言われており、注意したい病気の一つです。
【こんな人は注意が必要です】
　むせる　ろれつが回らない　口の中に食べ物が残る　入れ歯が合わない　
常に口が開いている　食べ物がなかなか飲み込めない　噛まずに飲み込む

【注意したい食べ物】
　パサパサしたもの　ほくほくしたもの　ぱらぱらしたもの　薄くてぺらぺらしたもの　
噛んだときに水分が出るもの（がんもどき等）

【口の中をきれいに】
　きちんと歯磨きをすることで、口の中の細菌数を減らし、自浄作用が働きます。
また、脳神経を刺激することになるので、誤嚥の予防につながります。

市立川崎病院　摂食・嚥下障害看護認定看護師　古瀬　美穂

熱 中 症 の 予 防 に つ い て
熱中症のピークは７月から８月です。特に65歳以上の高齢者が多く発症しています。
就業する作業環境の把握と、普段からの体調管理に留意し、熱中症の予防対策に努めましょう。
●「睡眠と休養」をしっかりとりましょう。
●「十分な水分と適度な塩分」を摂取しましょう。
●屋外では帽子をかぶり、直射日光を避けましょう。また、熱を吸収しやすい服装は避けるようにしましょう。
●体調が優れない場合は無理をせず、木陰などで休むようにしましょう。
●複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。

　平成30年度は、傷害事故は減少したも
のの、転倒事故は依然、多い状況です。
賠償事故の内容としては、用具を接触さ
せて損壊するケースが最も多い状況です。
ちょっとした気の緩みから起こってしま
ったという報告が挙がっています。
　また、賠償事故は平成30年度は平成29
年度に比べ、5件の増加となっており、過
去5年間で見ると、一番少ない27年度と
比べ、2倍となっております。
　今後は自身の健康面、また、就業中や
就業場所への行き帰り、気の緩みが無い
よう、常に周囲の状況等を気にしていた
だき、事故防止をしましょう。

平成30年度 事故件数に関する分類について
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理
事
長
就
任
の
挨
拶

　理
事
長

　池

　田

　健

　児

　
こ
の
度
、
６
月
12
日
付
け

で
、
栗
山
敏
子
前
理
事
長
の

後
任
と
し
て
、
理
事
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　
国
内
外
に
お
け
る
経
済
動

向
は
、
複
雑
化
す
る
社
会
情
勢
等
か
ら
不
透
明
感
が

増
し
、
依
然
と
し
て
予
断
を
ゆ
る
さ
な
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
労
働
者
人
口
の
高
齢
化
か
ら
、
政
府
の
「
働
き
方

改
革
」
実
施
に
伴
う
高
年
齢
者
の
就
業
環
境
が
多
様

化
す
る
な
ど
、
当
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
当
セ
ン
タ
ー
の
登
録
会
員
数
は

な
だ
ら
か
な
上
昇
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
契
約
金
額

に
お
い
て
は
適
正
就
業
推
進
や
労
働
者
派
遣
事
業
へ

の
移
行
な
ど
の
影
響
か
ら
減
少
し
て
お
り
、
会
員
増

強
と
就
業
の
場
の
拡
大
へ
の
対
策
が
急
務
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
　

　
今
年
度
は
、
川
崎
市
の
指
定
管
理
者
と
し
て
の
葬

祭
場
運
営
事
業
運
営
が
最
終
年
度
を
迎
え
て
お
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
安
全
、
公
正
な
事
業
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
根
差
し
た
就
業
の
場
を
提
供
す
る

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
役
割
と
期
待
が
増
大

す
る
中
で
、
当
セ
ン
タ
ー
事
業
の
更
な
る
発
展
に
邁

進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

も
、
健
康
に
留
意
し
、
安
全
か
つ
適
正
な
就
業
に
努

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
の
一
層
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
し
ま
し

て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

安全・適正就業委員会の様子

　
６
月
24
日
（
月
）、
第
１
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
題
は
、 

①
平
成
30
年
度
「
安
全

就
業
標
語
」「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
と
体
験
事
例
」
の
選
考 

②
平

成
30
年
度
の
委
員
会
及
び
事
務
所
対
策
会
議
の
事
業
報
告 

③
平
成
30
年
度
事
故
発
生
状
況
の
報
告
で
し
た
。

　「
安
全
就
業
標
語
」
は
18
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
委
員

会
で
厳
選
に
選
考
し
た
結
果
、
最
優
秀
作
品
が
一
作
品
、

優
秀
が
二
作
品
、
佳
作
が
三
作
品
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
と
体
験
事
例
」
は
４
作
品
の
応
募
が

あ
り
、
最
優
秀
作
品
が
一
作
品
、
優
秀
が
二
作
品
、
佳
作

が
一
作
品
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
事
故
発
生
状
況
の
報
告
状
況
で
は
、
前
年

度
に
比
べ
、
２
件
増

加
の
26
件
と
増
加
し

た
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
事
故
内
容
の
分

析
と
対
策
が
討
議
さ

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
事
故
内
容

は
「
平
成
30
年
度
事

故
状
況
の
分
析
」
の

と
お
り
で
、
賠
償
事

故
は
５
件
増
加
し
、

傷
害
事
故
は
３
件
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

◎
令
和
元
年
度 

第
１
回

　
　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
開
催
　
　

◎
安
全
就
業
標
語

　
　優
秀
作
品

　「一
寸
待
て
　点
検
確
認
　忘
れ
ず
に
」

古
口

　
　宏

　中
部
会
員

　「年
齢
・
体
調
自
覚
し
て
　

　
　
　
　
　
　無
理
せ
ず
急
が
ず
確
か
な
仕
事
」

兵
頭

　節
哉

　中
部
会
員

　
佳
作
と
し
て
、
塩
入 

洋
子 

南
部
会
員
、
篠
崎 

稔 

中

部
会
員
、
松
井 

晃 

北
部
会
員
が
入
選
し
ま
し
た
。

　お
寺
の
作
業
現
場
に
て
切
り
倒
し
た
竹
の
枝

を
ナ
タ
で
切
り
落
と
す
際
、竹
を
持
つ
手
の
位

置
の
不
注
意
で
危
う
く
手
指
に
大
け
が
を
す
る

と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　
優
秀
作
品
と
し
て
、
林 

美
喜
子 

南
部
会
員
、
小
田
中 

勝
亮 

南
部
会
員
、
佳
作
と
し
て
、
藤
田 

ゆ
り
子 

北
部
会

員
が
入
選
し
ま
し
た
。

◎
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
と
体
験
事
例

①就業・途上別内訳

就業中
85％

途上
15％

75～79歳
34％

男性
62％

女性
38％

②年齢別内訳

70～74歳
50％

80歳以上
8％

65～69歳
8％

60～64歳
0人
（0%）

飛散させた
もので損壊
25％

⑤賠償事故内訳 過去5年間の事故件数推移（件数）

27 28

傷害事故

賠償事故

29 （年度）30

④傷害事故内訳

転倒
58％

物を
落として
7％

③男女別内訳

墜落、転落
7％

はさまれ
7％

熱中症
7％

用具を
接触させて
損壊
42％

その他
就業中の
損壊
8％

8
7

12

11

6

23

17
14

14

17

26

運搬・
搬出中に
損壊
17％

無理な
動作
7％

激突され
7％

機械・用具の
誤動作
8％

（年度）



安
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業
だ
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り

安
全
就
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だ
よ
り
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　最近、お茶や食事のときにむせたりしませんか？もしかしたら、誤嚥性肺炎（ごえんせいはいえん）かもしれません・・・
　誤嚥性肺炎は、食べ物や唾液が誤って気管に入ることで起こす肺炎のことを言います。高齢の方の肺炎の多くが「誤
嚥性肺炎」と言われており、注意したい病気の一つです。
【こんな人は注意が必要です】
　むせる　ろれつが回らない　口の中に食べ物が残る　入れ歯が合わない　
常に口が開いている　食べ物がなかなか飲み込めない　噛まずに飲み込む

【注意したい食べ物】
　パサパサしたもの　ほくほくしたもの　ぱらぱらしたもの　薄くてぺらぺらしたもの　
噛んだときに水分が出るもの（がんもどき等）

【口の中をきれいに】
　きちんと歯磨きをすることで、口の中の細菌数を減らし、自浄作用が働きます。
また、脳神経を刺激することになるので、誤嚥の予防につながります。

市立川崎病院　摂食・嚥下障害看護認定看護師　古瀬　美穂

熱 中 症 の 予 防 に つ い て
熱中症のピークは７月から８月です。特に65歳以上の高齢者が多く発症しています。
就業する作業環境の把握と、普段からの体調管理に留意し、熱中症の予防対策に努めましょう。
●「睡眠と休養」をしっかりとりましょう。
●「十分な水分と適度な塩分」を摂取しましょう。
●屋外では帽子をかぶり、直射日光を避けましょう。また、熱を吸収しやすい服装は避けるようにしましょう。
●体調が優れない場合は無理をせず、木陰などで休むようにしましょう。
●複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。

　平成30年度は、傷害事故は減少したも
のの、転倒事故は依然、多い状況です。
賠償事故の内容としては、用具を接触さ
せて損壊するケースが最も多い状況です。
ちょっとした気の緩みから起こってしま
ったという報告が挙がっています。
　また、賠償事故は平成30年度は平成29
年度に比べ、5件の増加となっており、過
去5年間で見ると、一番少ない27年度と
比べ、2倍となっております。
　今後は自身の健康面、また、就業中や
就業場所への行き帰り、気の緩みが無い
よう、常に周囲の状況等を気にしていた
だき、事故防止をしましょう。

平成30年度 事故件数に関する分類について
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（３） （２）

理
事
長
就
任
の
挨
拶

　理
事
長

　池

　田

　健

　児

　
こ
の
度
、
６
月
12
日
付
け

で
、
栗
山
敏
子
前
理
事
長
の

後
任
と
し
て
、
理
事
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　
国
内
外
に
お
け
る
経
済
動

向
は
、
複
雑
化
す
る
社
会
情
勢
等
か
ら
不
透
明
感
が

増
し
、
依
然
と
し
て
予
断
を
ゆ
る
さ
な
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
労
働
者
人
口
の
高
齢
化
か
ら
、
政
府
の
「
働
き
方

改
革
」
実
施
に
伴
う
高
年
齢
者
の
就
業
環
境
が
多
様

化
す
る
な
ど
、
当
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
当
セ
ン
タ
ー
の
登
録
会
員
数
は

な
だ
ら
か
な
上
昇
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
契
約
金
額

に
お
い
て
は
適
正
就
業
推
進
や
労
働
者
派
遣
事
業
へ

の
移
行
な
ど
の
影
響
か
ら
減
少
し
て
お
り
、
会
員
増

強
と
就
業
の
場
の
拡
大
へ
の
対
策
が
急
務
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
　

　
今
年
度
は
、
川
崎
市
の
指
定
管
理
者
と
し
て
の
葬

祭
場
運
営
事
業
運
営
が
最
終
年
度
を
迎
え
て
お
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
安
全
、
公
正
な
事
業
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
根
差
し
た
就
業
の
場
を
提
供
す
る

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
役
割
と
期
待
が
増
大

す
る
中
で
、
当
セ
ン
タ
ー
事
業
の
更
な
る
発
展
に
邁

進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

も
、
健
康
に
留
意
し
、
安
全
か
つ
適
正
な
就
業
に
努

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
の
一
層
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
し
ま
し

て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

安全・適正就業委員会の様子

　
６
月
24
日
（
月
）、
第
１
回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
題
は
、 

①
平
成
30
年
度
「
安
全

就
業
標
語
」「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
と
体
験
事
例
」
の
選
考 

②
平

成
30
年
度
の
委
員
会
及
び
事
務
所
対
策
会
議
の
事
業
報
告 

③
平
成
30
年
度
事
故
発
生
状
況
の
報
告
で
し
た
。

　「
安
全
就
業
標
語
」
は
18
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
委
員

会
で
厳
選
に
選
考
し
た
結
果
、
最
優
秀
作
品
が
一
作
品
、

優
秀
が
二
作
品
、
佳
作
が
三
作
品
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
と
体
験
事
例
」
は
４
作
品
の
応
募
が

あ
り
、
最
優
秀
作
品
が
一
作
品
、
優
秀
が
二
作
品
、
佳
作

が
一
作
品
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
事
故
発
生
状
況
の
報
告
状
況
で
は
、
前
年

度
に
比
べ
、
２
件
増

加
の
26
件
と
増
加
し

た
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
事
故
内
容
の
分

析
と
対
策
が
討
議
さ

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
事
故
内
容

は
「
平
成
30
年
度
事

故
状
況
の
分
析
」
の

と
お
り
で
、
賠
償
事

故
は
５
件
増
加
し
、

傷
害
事
故
は
３
件
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

◎
令
和
元
年
度 

第
１
回

　
　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
開
催
　
　

◎
安
全
就
業
標
語

　
　優
秀
作
品

　「一
寸
待
て
　点
検
確
認
　忘
れ
ず
に
」

古
口

　
　宏

　中
部
会
員

　「年
齢
・
体
調
自
覚
し
て
　

　
　
　
　
　
　無
理
せ
ず
急
が
ず
確
か
な
仕
事
」

兵
頭

　節
哉

　中
部
会
員

　
佳
作
と
し
て
、
塩
入 

洋
子 

南
部
会
員
、
篠
崎 

稔 

中

部
会
員
、
松
井 

晃 

北
部
会
員
が
入
選
し
ま
し
た
。

　お
寺
の
作
業
現
場
に
て
切
り
倒
し
た
竹
の
枝

を
ナ
タ
で
切
り
落
と
す
際
、竹
を
持
つ
手
の
位

置
の
不
注
意
で
危
う
く
手
指
に
大
け
が
を
す
る

と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　
優
秀
作
品
と
し
て
、
林 

美
喜
子 

南
部
会
員
、
小
田
中 

勝
亮 

南
部
会
員
、
佳
作
と
し
て
、
藤
田 

ゆ
り
子 

北
部
会

員
が
入
選
し
ま
し
た
。

◎
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
と
体
験
事
例

①就業・途上別内訳

就業中
85％

途上
15％

75～79歳
34％

男性
62％

女性
38％

②年齢別内訳

70～74歳
50％

80歳以上
8％

65～69歳
8％

60～64歳
0人
（0%）

飛散させた
もので損壊
25％

⑤賠償事故内訳 過去5年間の事故件数推移（件数）

27 28

傷害事故

賠償事故

29 （年度）30

④傷害事故内訳

転倒
58％

物を
落として
7％

③男女別内訳

墜落、転落
7％

はさまれ
7％

熱中症
7％

用具を
接触させて
損壊
42％

その他
就業中の
損壊
8％

8
7

12

11

6

23

17
14

14

17

26

運搬・
搬出中に
損壊
17％

無理な
動作
7％

激突され
7％

機械・用具の
誤動作
8％

（年度）



地域班の会議の様子

（４）

　
５
月
28
日
（
火
）、
第
１
回
地
域
班
全
体
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
事
務
局
長
か
ら
、
近
年
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
入
会
す
る
方
の
き
っ
か
け
は
、
広
報
物
や
口

コ
ミ
が
多
い
た
め
、
地
域
班
の
地
道
な
取
り
組
み
は
必

要
で
あ
る
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
業
の
普
及
啓
発
の

た
め
、
こ
う
し
た
新
た
な
取
り
組
み
の
検
討
も
含
め
、

こ
の
連
絡
会
議
を
有
意
義
な
協
議
の
場
と
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
議
の
議
事
と
し
て
は
、
平
成
30
年
度
の
地
域
班
活

動
と
し
て
、
各
事

務
所
か
ら
、
地
域

班
会
議
の
開
催
状

況
、
チ
ラ
シ
配
布

活
動
及
び
普
及
啓

発
活
動
の
参
加
報

告
等
が
あ
り
ま
し

た
。

　
な
お
、
地
域
班

に
よ
る
会
員
募

集
、
仕
事
の
依
頼

等
の
チ
ラ
シ
配
布

は
、
全
市
で
約
２

万
５
千
戸
に
の
ぼ

り
ま
し
た
。

◎
令
和
元
年
度 

第
１
回

　
　
　
　
地
域
班
全
体
会
議
開
催

自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
加
入
の

義
務
化
に
つ
い
て

　
就
業
場
所
へ
の
往
復
途
上
で
、
会
員
が
人
や
物
に
傷
を
負

わ
せ
る
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
シ
ル
バ
ー
保
険
の
適
用
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
特
に
、交
通
用
具
と
し
て
自
転
車
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、

万
が
一
就
業
途
上
で
第
３
者
や
第
３
者
の
物
を
傷
つ
け
る
事

故
を
起
こ
し
た
場
合
に
は
、
多
額
の
賠
償
を
負
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
神
奈
川
県
で
は
、
10
月
か
ら
条
例
が

制
定
さ
れ
、
自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
が
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
会
報
誌
７
〜
８
ペ
ー
ジ
に
、
神
奈
川
県
作
成

の
チ
ラ
シ
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
シ
ル
バ
ー
保
険
に
係
る
ご
質
問
は
各
担
当
事
務
所

へ
、
条
例
制
定
に
よ
る
自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
加
入
に

係
る
ご
質
問
に
つ
い
て
は
、
チ
ラ
シ
内
に
掲
載
さ
れ
て
る
神

奈
川
県
く
ら
し
安
全
交
通
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
投
稿
・
写
真
を
募
集
し
ま
す

　
会
報
編
集
委
員
会
で
は
会
員
投
稿
記
事
や
写
真
な
ど
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
内
容
（
①
、 

②
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
①
投
稿
記
事
…
私
の
健
康
法
、
就
業
時
の
経
験
談
な
ど
　

　
約
3
0
0
字
程
度

　
②
写
　
　
真
…
風
景
、
草
花
や
自
作
の
絵
画
・
彫
刻
な
ど

の
写
真
（
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
）
に
一
言
添

え
て

◆
応
募
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

◆
送
り
先
　
〒
２
１
０
―
０
０
２
６

　
　
　
　
　
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　
　
　
　
　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
経
営
課
内
　
会
報
編
集
委
員
会
事
務
局
迄

　
※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

連
合
会
安
全
就
業
表
彰
受
賞

　
神
奈
川
県
内
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
、
安
全
就
業
表
彰
式
が
実
施
さ
れ
、「
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
」
部
門
に
お
い
て
、
当
セ
ン

タ
ー
の
鈴
木
　
毅
　
北
部
会
員
が
「
最
優
秀
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
安
全
就
業
標
語
」

部
門
で
は
山
中
　
望
　
北
部
会
員
が
佳
作
を
受

賞
。
さ
ら
に
、「
安
全
就
業
優
秀
・
優
良
拠
点
」

と
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
南
部
事
務
所
が
２
年
連
続

の
受
賞
と
し
て
、
主
催
者
で
あ
る
神
奈
川
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
か
ら
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

市川南部事務所長（左）、鈴木　毅　北部会員（中）、小池事務局長（右）

地
域
班
だ
よ
り

地
域
班
だ
よ
り

植木作業説明会の様子ボランティア清掃

あさお区民まつり

植木作業の様子

◎
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

中
部
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

事
務
所
だ
よ
り

（５）

★
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導　　

６
月
12
日（
水
）

　
か
わ
さ
き
南
部
斎
苑
で
実
施
さ
れ
た
植
木
剪
定
作
業

の
現
場
を
巡
回
指
導
し
ま
し
た
。

　
梅
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
現

場
責
任
者
の
も
と
統
制
が
取
れ
た
効
率
的
な
作
業
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
員
同
士
で
保
護
具
の
装
着
か
ら
作
業
用
具

等
に
欠
損
が
な
い
か
一
通
り
確
認
を
し
、
さ
ら
に
作
業

を
開
始
す
る
前

に
も
潜
在
す
る

危
険
が
な
い
か

作
業
現
場
の
状

況
を
し
っ
か
り

と
確
認
し
て
い

ま
し
た
。
作
業

中
も
常
に
声
を

掛
け
合
い
な
が

ら
剪
定
を
行
っ

て
お
り
、
会
員

一
人
一
人
の
安

全
就
業
へ
の
意

識
の
高
さ
が
窺

え
ま
し
た
。

◆
植
木
作
業
説
明
会

４
月
11
日（
木
）

　
植
木
作
業
希
望
者
向
け

の
説
明
会
を
北
部
事
務
所

会
議
室
に
て
実
施
し
ま
し

た
。

　
説
明
会
で
は
作
業
の
流

れ
・
書
類
の
作
成
方
法
・

作
業
上
の
注
意
点
等
を
座

学
形
式
で
行
い
ま
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
、「
植
木

作
業
を
き
っ
か
け
に
地
域
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
た
い
」
等
の
御
意
見
も
い
た
だ
き
、
植

木
作
業
に
対
す
る
高
い
意
欲
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
説
明
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
の
御
活
躍
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

★
北
部
事
務
所
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

　
北
部
事
務
所
で
は
セ
ン
タ
ー
普
及
啓
発
活
動
と
し

て
、
市
内
統
一
美
化
活
動
・
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り
等
へ

の
参
加
、
地
域
班
に
よ
る
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
、
地
域
貢
献
を
兼
ね
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
参

り
ま
す
。

❀
除
草
作
業
就
業
会
員
募
集

　
夏
場
を
迎
え
除
草
作
業
を
依
頼
す
る
お
客
様
が

増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
中
部

事
務
所
で
は
、
除
草
作
業
を
行
う
会
員
が
不
足
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
か
ら
、
次
の
内
容
で
除
草

会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

・
丁
寧
な
お
客
様
対
応
が
で
き
る
。

・
下
見
見
積
な
ど
、
お
客
様
と
調
整
が
で
き
る
。

・
体
力
に
自
信
が
あ
る
。

・
日
程
が
確
保
で
き
る
。

・
高
津
区
宮
前
区
、
ど
こ
で
も
就
業
で
き
る
。

・
作
業
に
使
用
す
る
道
具
等
を
用
意
で
き
る
。

・
作
業
連
絡
等
、
メ
ン
バ
ー
と
連
携
が
取
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
方
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

◆
市
内
統一美
化
活
動
参
加
の
お
知
ら
せ

　
本
年
度
も
地
域
美
化
推
進
へ
の
貢
献
と
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、
市

内
統
一
美
化
活
動
に
参
加
い
た
し
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
セ
ン
タ
ー
活
動
の
一
環
と
な

り
ま
す
の
で
皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
平
成
30
年
９
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
45
分
　

　
　
　
　
　
※
少
雨
決
行
、
荒
天
中
止

集
合
場
所
　
新
百
合
ヶ
丘
駅
南
口

　
　
　
　
　
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
マ
キ
リ
像
前

申
込
締
切
日
　
平
成
30
年
９
月
21
日
（
金
）

※
参
加
希
望
の
方
に
は
、
改
め
て
詳
細
を
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

◆
除
草
作
業
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　
こ
れ
か
ら
草
が
伸
び
る
時
期
に
な
り
ま
す
。
加

齢
に
伴
い
、
除
草
が
で
き
な
く
な
っ
た
方
、
共
働

き
で
忙
し
く
除
草
が
で
き
な
い
ご
家
庭
な
ど
除
草

を
依
頼
す
る
お
客
様
が
増
え
て
い
ま
す
。
体
力
に

自
信
の
あ
る
方
、
お
客
様
対
応
な
ど
で
き
る
方
、

是
非
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
会
員
の
方
は
北
部
事

務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
各
種
お
問
合
せ
・
申
し
込
み
先
】

　
北
部
事
務
所
　
電
話
　
９
８
０
―
０
１
３
１



地域班の会議の様子

（４）

　
５
月
28
日
（
火
）、
第
１
回
地
域
班
全
体
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
事
務
局
長
か
ら
、
近
年
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
入
会
す
る
方
の
き
っ
か
け
は
、
広
報
物
や
口

コ
ミ
が
多
い
た
め
、
地
域
班
の
地
道
な
取
り
組
み
は
必

要
で
あ
る
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
業
の
普
及
啓
発
の

た
め
、
こ
う
し
た
新
た
な
取
り
組
み
の
検
討
も
含
め
、

こ
の
連
絡
会
議
を
有
意
義
な
協
議
の
場
と
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
議
の
議
事
と
し
て
は
、
平
成
30
年
度
の
地
域
班
活

動
と
し
て
、
各
事

務
所
か
ら
、
地
域

班
会
議
の
開
催
状

況
、
チ
ラ
シ
配
布

活
動
及
び
普
及
啓

発
活
動
の
参
加
報

告
等
が
あ
り
ま
し

た
。

　
な
お
、
地
域
班

に
よ
る
会
員
募

集
、
仕
事
の
依
頼

等
の
チ
ラ
シ
配
布

は
、
全
市
で
約
２

万
５
千
戸
に
の
ぼ

り
ま
し
た
。

◎
令
和
元
年
度 

第
１
回

　
　
　
　
地
域
班
全
体
会
議
開
催

自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
加
入
の

義
務
化
に
つ
い
て

　
就
業
場
所
へ
の
往
復
途
上
で
、
会
員
が
人
や
物
に
傷
を
負

わ
せ
る
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
シ
ル
バ
ー
保
険
の
適
用
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
特
に
、交
通
用
具
と
し
て
自
転
車
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、

万
が
一
就
業
途
上
で
第
３
者
や
第
３
者
の
物
を
傷
つ
け
る
事

故
を
起
こ
し
た
場
合
に
は
、
多
額
の
賠
償
を
負
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
神
奈
川
県
で
は
、
10
月
か
ら
条
例
が

制
定
さ
れ
、
自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
が
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
会
報
誌
７
〜
８
ペ
ー
ジ
に
、
神
奈
川
県
作
成

の
チ
ラ
シ
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
シ
ル
バ
ー
保
険
に
係
る
ご
質
問
は
各
担
当
事
務
所

へ
、
条
例
制
定
に
よ
る
自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
加
入
に

係
る
ご
質
問
に
つ
い
て
は
、
チ
ラ
シ
内
に
掲
載
さ
れ
て
る
神

奈
川
県
く
ら
し
安
全
交
通
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
投
稿
・
写
真
を
募
集
し
ま
す

　
会
報
編
集
委
員
会
で
は
会
員
投
稿
記
事
や
写
真
な
ど
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
内
容
（
①
、 

②
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

　
①
投
稿
記
事
…
私
の
健
康
法
、
就
業
時
の
経
験
談
な
ど
　

　
約
3
0
0
字
程
度

　
②
写
　
　
真
…
風
景
、
草
花
や
自
作
の
絵
画
・
彫
刻
な
ど

の
写
真
（
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
）
に
一
言
添

え
て

◆
応
募
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

◆
送
り
先
　
〒
２
１
０
―
０
０
２
６

　
　
　
　
　
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　
　
　
　
　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
経
営
課
内
　
会
報
編
集
委
員
会
事
務
局
迄

　
※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

連
合
会
安
全
就
業
表
彰
受
賞

　
神
奈
川
県
内
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
、
安
全
就
業
表
彰
式
が
実
施
さ
れ
、「
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
」
部
門
に
お
い
て
、
当
セ
ン

タ
ー
の
鈴
木
　
毅
　
北
部
会
員
が
「
最
優
秀
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
安
全
就
業
標
語
」

部
門
で
は
山
中
　
望
　
北
部
会
員
が
佳
作
を
受

賞
。
さ
ら
に
、「
安
全
就
業
優
秀
・
優
良
拠
点
」

と
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
南
部
事
務
所
が
２
年
連
続

の
受
賞
と
し
て
、
主
催
者
で
あ
る
神
奈
川
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
か
ら
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

市川南部事務所長（左）、鈴木　毅　北部会員（中）、小池事務局長（右）

地
域
班
だ
よ
り

地
域
班
だ
よ
り

植木作業説明会の様子ボランティア清掃

あさお区民まつり

植木作業の様子

◎
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

中
部
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

事
務
所
だ
よ
り

（５）

★
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導　　

６
月
12
日（
水
）

　
か
わ
さ
き
南
部
斎
苑
で
実
施
さ
れ
た
植
木
剪
定
作
業

の
現
場
を
巡
回
指
導
し
ま
し
た
。

　
梅
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
現

場
責
任
者
の
も
と
統
制
が
取
れ
た
効
率
的
な
作
業
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
員
同
士
で
保
護
具
の
装
着
か
ら
作
業
用
具

等
に
欠
損
が
な
い
か
一
通
り
確
認
を
し
、
さ
ら
に
作
業

を
開
始
す
る
前

に
も
潜
在
す
る

危
険
が
な
い
か

作
業
現
場
の
状

況
を
し
っ
か
り

と
確
認
し
て
い

ま
し
た
。
作
業

中
も
常
に
声
を

掛
け
合
い
な
が

ら
剪
定
を
行
っ

て
お
り
、
会
員

一
人
一
人
の
安

全
就
業
へ
の
意

識
の
高
さ
が
窺

え
ま
し
た
。

◆
植
木
作
業
説
明
会

４
月
11
日（
木
）

　
植
木
作
業
希
望
者
向
け

の
説
明
会
を
北
部
事
務
所

会
議
室
に
て
実
施
し
ま
し

た
。

　
説
明
会
で
は
作
業
の
流

れ
・
書
類
の
作
成
方
法
・

作
業
上
の
注
意
点
等
を
座

学
形
式
で
行
い
ま
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
、「
植
木

作
業
を
き
っ
か
け
に
地
域
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
た
い
」
等
の
御
意
見
も
い
た
だ
き
、
植

木
作
業
に
対
す
る
高
い
意
欲
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
説
明
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
の
御
活
躍
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

★
北
部
事
務
所
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

　
北
部
事
務
所
で
は
セ
ン
タ
ー
普
及
啓
発
活
動
と
し

て
、
市
内
統
一
美
化
活
動
・
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り
等
へ

の
参
加
、
地
域
班
に
よ
る
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
、
地
域
貢
献
を
兼
ね
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
参

り
ま
す
。

❀
除
草
作
業
就
業
会
員
募
集

　
夏
場
を
迎
え
除
草
作
業
を
依
頼
す
る
お
客
様
が

増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
中
部

事
務
所
で
は
、
除
草
作
業
を
行
う
会
員
が
不
足
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
か
ら
、
次
の
内
容
で
除
草

会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

・
丁
寧
な
お
客
様
対
応
が
で
き
る
。

・
下
見
見
積
な
ど
、
お
客
様
と
調
整
が
で
き
る
。

・
体
力
に
自
信
が
あ
る
。

・
日
程
が
確
保
で
き
る
。

・
高
津
区
宮
前
区
、
ど
こ
で
も
就
業
で
き
る
。

・
作
業
に
使
用
す
る
道
具
等
を
用
意
で
き
る
。

・
作
業
連
絡
等
、
メ
ン
バ
ー
と
連
携
が
取
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
方
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

◆
市
内
統一美
化
活
動
参
加
の
お
知
ら
せ

　
本
年
度
も
地
域
美
化
推
進
へ
の
貢
献
と
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、
市

内
統
一
美
化
活
動
に
参
加
い
た
し
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
セ
ン
タ
ー
活
動
の
一
環
と
な

り
ま
す
の
で
皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
平
成
30
年
９
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
45
分
　

　
　
　
　
　
※
少
雨
決
行
、
荒
天
中
止

集
合
場
所
　
新
百
合
ヶ
丘
駅
南
口

　
　
　
　
　
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
マ
キ
リ
像
前

申
込
締
切
日
　
平
成
30
年
９
月
21
日
（
金
）

※
参
加
希
望
の
方
に
は
、
改
め
て
詳
細
を
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

◆
除
草
作
業
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　
こ
れ
か
ら
草
が
伸
び
る
時
期
に
な
り
ま
す
。
加

齢
に
伴
い
、
除
草
が
で
き
な
く
な
っ
た
方
、
共
働

き
で
忙
し
く
除
草
が
で
き
な
い
ご
家
庭
な
ど
除
草

を
依
頼
す
る
お
客
様
が
増
え
て
い
ま
す
。
体
力
に

自
信
の
あ
る
方
、
お
客
様
対
応
な
ど
で
き
る
方
、

是
非
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
会
員
の
方
は
北
部
事

務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
各
種
お
問
合
せ
・
申
し
込
み
先
】

　
北
部
事
務
所
　
電
話
　
９
８
０
―
０
１
３
１



大野征太郎会員

除草作業中の大野会員

農
業
で
培
っ
た
経
験
や

　知
識
も
生
か
し
て

　
　
　
　除
草
作
業
を

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（６）

農
業
経
験
者
な
ら
除
草
の
仕
事
を

　
５
月
の
終
わ
り
、
そ
ろ
そ
ろ
梅
雨
の
季
節
だ
な
と
思

わ
れ
る
頃
、
中
部
事
務
所
の
除
草
班
に
所
属
さ
れ
て
い

る
大
野
征
太
郎
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
大
野
さ
ん
は
、
68
才
ま
で
茨
城
で
農
業
を
営
ん
で
い

ら
し
た
そ
う
で
す
。
お
米
や
畑
を
作
り
、
家
畜
も
飼
っ

て
い
た
と
の
こ
と
。
働
き
手
が
い
な
く
な
り
農
業
を
や

め
た
後
は
、
茨
城
県
鹿
嶋
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
、
除
草
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
行
っ
た
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

転
居
後
の
平
成
23
年

か
ら
は
川
崎
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
登
録
し
、
農
業
経

験
者
な
ら
除
草
の
仕

事
が
い
い
の
で
は
と

勧
め
ら
れ
、
中
部
事

務
所
の
「
除
草
班
」

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

仕
事
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

　
除
草
の
仕
事
は
、「
除
草
班
」
の
中
の
グ
ル
ー
プ
ご

と
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
中
部
事
務
所
か
ら
「
○
○
の
除
草
を
」
と
依
頼
が
来

て
出
か
け
て
い
く
の
で
す
が
、
除
草
先
は
い
ろ
い
ろ
で
、

個
人
の
家
も
あ
れ
ば
、
お
寺
の
境
内
の
除
草
を
行
う
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
仕
事
柄
、
冬
は
依
頼
が
少
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
季
節

が
忙
し
い
の
だ
そ
う
で
「
週
に
１
回
の
と
き
も
あ
る
し
、

毎
日
仕
事
が
あ
る
と
き
も
あ
る
。
仕
事
時
間
も
、
２
〜

３
時
間
の
と
き
も
あ
れ
ば
、
お
寺
の
境
内
の
除
草
な
ど

は
丸
一
日
か
け
て
一
気
に
や
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
と
き

も
あ
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
大
野
さ
ん
は
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
も
務
め
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
、
他
の
会
員
の
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら

調
整
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

経
験
や
知
識
が
生
か
せ
る
の
は
う
れ
し
い

　
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
仕
事
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃

の
こ
と
。
除
草
し
て
い
た
そ
ば
の
畑
で
、
野
菜
作
り
に

つ
い
て
相
談
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
「
そ
の
畑

で
ト
マ
ト
な
ど
の
野
菜
の
作
り
方
を
教
え
た
ん
だ
」
と

嬉
し
そ
う
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
果
物
の
木

が
植
え
ら
れ
て
い
る
家
で
は
、
果
実
作
り
の
注
意
点
な

ど
を
教
え
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
「
こ
う
い
う
仕
事
は
、

農
業
を
や
っ
て
い
た
と
き
の
経
験
や
専
門
知
識
が
生
か

せ
て
嬉
し
い
」
と
に
こ
に
こ
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
、
暮
ら
し
て
い
る
所
に
は
土
が
な
い
の
で
、
好
き

な
土
い
じ
り
も
で
き
な
い
。お
金
も
必
要
だ
し
、こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
働
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

ぴ
ん
と
伸
び
た
背
中
で
草
取
り
を

　
取
材
が
終
わ
る
と
、
除
草
の
作
業
に
取
り
掛
か
ら
れ

た
の
で
す
が
、
腰
を
下
ろ
し
て
鎌
を
使
っ
て
い
る
と
き

の
姿
勢
が
と
て
も
良
く
、
79
才
と
い
う
年
齢
を
疑
っ
て

し
ま
う
ほ
ど
で
、
思

わ
ず
「
姿
勢
が
い
い

で
す
ね
」
と
言
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
永

年
農
作
業
を
続
け
ら

れ
て
き
た
中
で
会
得

さ
れ
た
も
の
な
の
で

し
ょ
う
が
、
背
中
が

ぴ
ん
と
伸
び
て
い
て

気
持
ち
が
よ
か
っ
た

で
す
。

会
報
編
集
委
員
　
平
井
　
典
子

配分金支払日のお知らせ

7月分

8月分

9月分

8月26日 ㈪

9月25日 ㈬

10月25日 ㈮

7月分から9月分の配分金支払日は 
次のとおりとなっております。

※配分金は月末で締めて翌月25日（金融
機関が休日の場合は翌営業日）に指定
された口座に、お支払いいたします。

人 事 異 動

【新　任】（5月1日）
○中部事務所
　紺　谷　まえみ



大野征太郎会員

除草作業中の大野会員

農
業
で
培
っ
た
経
験
や

　知
識
も
生
か
し
て

　
　
　
　除
草
作
業
を

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（６）

農
業
経
験
者
な
ら
除
草
の
仕
事
を

　
５
月
の
終
わ
り
、
そ
ろ
そ
ろ
梅
雨
の
季
節
だ
な
と
思

わ
れ
る
頃
、
中
部
事
務
所
の
除
草
班
に
所
属
さ
れ
て
い

る
大
野
征
太
郎
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
大
野
さ
ん
は
、
68
才
ま
で
茨
城
で
農
業
を
営
ん
で
い

ら
し
た
そ
う
で
す
。
お
米
や
畑
を
作
り
、
家
畜
も
飼
っ

て
い
た
と
の
こ
と
。
働
き
手
が
い
な
く
な
り
農
業
を
や

め
た
後
は
、
茨
城
県
鹿
嶋
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
、
除
草
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
行
っ
た
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

転
居
後
の
平
成
23
年

か
ら
は
川
崎
市
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ル

バ
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経
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除
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。
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の
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。
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所
か
ら
「
○
○
の
除
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」
と
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が
来
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出
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け
て
い
く
の
で
す
が
、
除
草
先
は
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ろ
い
ろ
で
、

個
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の
家
も
あ
れ
ば
、
お
寺
の
境
内
の
除
草
を
行
う
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
仕
事
柄
、
冬
は
依
頼
が
少
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
季
節

が
忙
し
い
の
だ
そ
う
で
「
週
に
１
回
の
と
き
も
あ
る
し
、

毎
日
仕
事
が
あ
る
と
き
も
あ
る
。
仕
事
時
間
も
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時
間
の
と
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も
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ば
、
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寺
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内
の
除
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な
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は
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一
日
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て
一
気
に
や
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し
ま
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と
き

も
あ
る
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と
の
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と
で
し
た
。

　
大
野
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は
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
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も
務
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て
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
、
他
の
会
員
の
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら

調
整
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

経
験
や
知
識
が
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か
せ
る
の
は
う
れ
し
い

　
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
仕
事
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃

の
こ
と
。
除
草
し
て
い
た
そ
ば
の
畑
で
、
野
菜
作
り
に

つ
い
て
相
談
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
「
そ
の
畑

で
ト
マ
ト
な
ど
の
野
菜
の
作
り
方
を
教
え
た
ん
だ
」
と

嬉
し
そ
う
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
果
物
の
木

が
植
え
ら
れ
て
い
る
家
で
は
、
果
実
作
り
の
注
意
点
な

ど
を
教
え
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
「
こ
う
い
う
仕
事
は
、

農
業
を
や
っ
て
い
た
と
き
の
経
験
や
専
門
知
識
が
生
か

せ
て
嬉
し
い
」
と
に
こ
に
こ
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
、
暮
ら
し
て
い
る
所
に
は
土
が
な
い
の
で
、
好
き

な
土
い
じ
り
も
で
き
な
い
。お
金
も
必
要
だ
し
、こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
働
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

ぴ
ん
と
伸
び
た
背
中
で
草
取
り
を

　
取
材
が
終
わ
る
と
、
除
草
の
作
業
に
取
り
掛
か
ら
れ

た
の
で
す
が
、
腰
を
下
ろ
し
て
鎌
を
使
っ
て
い
る
と
き

の
姿
勢
が
と
て
も
良
く
、
79
才
と
い
う
年
齢
を
疑
っ
て

し
ま
う
ほ
ど
で
、
思

わ
ず
「
姿
勢
が
い
い

で
す
ね
」
と
言
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
永

年
農
作
業
を
続
け
ら

れ
て
き
た
中
で
会
得

さ
れ
た
も
の
な
の
で

し
ょ
う
が
、
背
中
が

ぴ
ん
と
伸
び
て
い
て

気
持
ち
が
よ
か
っ
た

で
す
。

会
報
編
集
委
員
　
平
井
　
典
子

配分金支払日のお知らせ

7月分

8月分

9月分

8月26日 ㈪

9月25日 ㈬

10月25日 ㈮

7月分から9月分の配分金支払日は 
次のとおりとなっております。

※配分金は月末で締めて翌月25日（金融
機関が休日の場合は翌営業日）に指定
された口座に、お支払いいたします。

人 事 異 動

【新　任】（5月1日）
○中部事務所
　紺　谷　まえみ

保険は
10月　義務化
詳しくは裏面をチェック→

か
ら

保険は
10月 義務化
詳しくは裏面をチェック→

か
ら 問合せ先／神奈川県くらし安全交通課　TEL 045-210-3552

自転車損害賠償責任保険の種類

個人賠償責任保険

団体保険

共済

ＴＳマーク付帯保険

クレジットカードの付帯保険

■日常生活での賠償責任保険等

自転車利用中の事故により他人にケガをさせてしまった場合などに備えて、相手の生命または
身体の損害を補償できる保険（自転車損害賠償責任保険等）に加入していますか？
※点検整備した自転車に貼られる「ＴＳマーク」も該当します。

自転車損害賠償責任保険等 加入状況確認シート

■業務中での賠償責任保険等（事業者向け）
自転車損害賠償責任保険の種類

施設所有者賠償責任保険

ＴＳマーク付帯保険

保険の概要

業務活動中の事故に備えた保険

自転車の車両に付帯した保険

自転車向け保険

自動車保険の特約

火災保険の特約

傷害保険の特約

会社等の団体保険

ＰＴＡの保険

保険の概要

自転車事故に備えた保険

自動車保険の特約で付帯した保険

火災保険の特約で付帯した保険

傷害保険の特約で付帯した保険

団体の構成員向けの保険

ＰＴＡや学校が窓口となる保険

全労済、県民共済など

自転車の車両に付帯した保険

クレジットカードに付帯した保険

すでに自転車損害賠償
責任保険等に加入して
います。

自転車損害賠償責任
保険等への加入が
必要です。

保険証券をご用意のうえ、
ご加入の保険会社にご確認ください。
※相当する補償がない場合には加入が必要です。

自転車損害賠償責任保険等に相当する補償が基本補償または
特約としてついていますか？ 
※特約の名称は、日常生活賠償特約など保険会社によって異なります。

共済、各種団体保険（職場で加入する保険や学校のＰＴＡ保険等）の
いずれかに加入していますか？

自動車保険、傷害保険、火災保険のいずれかに加入していますか？

事故による損害を補償する自転車損害賠償責任保険等の種類一覧

わからないわからない

わからないわからないわからない

わからないわからないわからない

わからないわからない いいえ いいえはい

はい

はい

はい いいえ

いいえ

昨今の自転車事故の状況に鑑み、自転車の安全で適正な利用と
自転車損害賠償責任保険の加入義務を柱とした条例を4月から施行します。

神奈川県は自転車の安全で適正な
利用の促進に関する条例を制定。

自転車条例を制定
乗る人みんな 保険に入ろう！

神奈川県は自転車の安全で適正な神奈川県は自転車の安全で適正な

自転車事故
の高額損害

賠償の判決

約9,500万
円（平成25年

7月神戸地方
裁判所）

小学生が
歩行中の

女性と衝突
し、

女性の意
識が戻らな

い状態とな
った。

監督責任
を問われた

母親に損
害賠償が

命じられた
。
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事業実績前年度対比

平成30年度  決  算  概  要

令
和
元
年
度
第
１
回 

定
時
理
事
会
・
定
時
評
議
員
会
・
臨
時
理
事
会
の
開
催

令
和
元
年
度
第
１
回 

定
時
理
事
会
・
定
時
評
議
員
会
・
臨
時
理
事
会
の
開
催

（１）

　　

定時評議員会の様子

定時理事会定時
評議員会

臨時
理事会

平成29年度
3,368人
1,713人
5,081人
2,348人

126,803千円
958,260千円
176,742千円
1,261,805千円

46.2％

平成30年度
3,569人
1,830人
5,399人
2,118人

133,739千円
838,963千円
160,741千円
1,133,443千円

39.2％

対前年度比
105.9％
106.8％
106.2％
90.2％
105.5％
87.6％
90.9％
89.8％
－

項　　　目
  男
 会 員 数 女
  計
就 業 実 人 員
  公共
 契 約 金 額 企業
  個人
  計
就 業 率

受託事業収益
葬祭場管理運営事業収益
労働者派遣事業等受託収益
職業紹介事業受託収益
基本財産運用益
特定資産運用益
受取会員登録手数料
受取補助金等
受取寄付金
雑収益

経常収益計
事業費
管理費

経常費用計

固定資産売却益
経常外収益計

固定資産売却（除却）損
雑費

経常外費用計

経常収益

経常費用

当期経常増減額
経常外収益

経常外費用

当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

決算額
1,133,443,484

203,525,317
9,552,229

6,815
50,358
12,219

466,000
73,208,000

0
1,446

1,420,265,868
1,389,815,382

33,703,182
1,423,518,564

-3,252,696
0
0
0
0
0
0

-3,252,696
199,141,461
195,888,765

（単位：円）（平成30年4月1日から平成31年3月31日まで）

科　　　　　　目

　
令
和
元
年
度
第
１
回
定
時
理
事
会
が
５
月
28

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
　
案
】

①
平
成
30
年
度
第
２
次
補
正
予
算
に
つ

い
て

②
平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
事
業
報

告
の
附
属
明
細
書
の
承
認
に
つ
い
て

③
平
成
30
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）

の
承
認
に
つ
い
て

④
事
務
費
規
定
の
一
部
変
更
等
に
つ
い

て
⑤
令
和
元
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

⑥
定
時
評
議
員
会
の
日
時
及
び
場
所
並

び
に
目
的
で
あ
る
事
項
等
の
決
定
に

つ
い
て

　
令
和
元
年
度
定
時
評
議
員
会
及
び
令
和
元
年

度
第
１
回
臨
時
理
事
会
が
６
月
12
日
に
開
催
さ

れ
、
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
　
案
】

①
平
成
30
年
度
決
算（
計
算
書
類
等
）

の
承
認
に
つ
い
て

②
定
款
の
変
更
に
つ
い
て

③
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

【
議
　
案
】

①
理
事
長
の
選
定
に
つ
い
て

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
背
景
と
な

る
国
内
の
社
会
経
済
状
況
（
３
月
調
査
）
は
、

２
四
半
期
ぶ
り
に
悪
化
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の

柱
で
あ
り
ま
す
登
録
会
員
数
に
関
し
て
は
、
国

内
の
生
産
年
齢
人
口
減
少
に
よ
る
労
働
力
不
足

や
企
業
等
に
お
け
る
定
年
延
長
の
推
進
等
が
あ

い
ま
っ
て
、
周
辺
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
見
込

ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
会
員
の
平
均
年
齢
は
73
歳
を
上
回
っ
て

き
て
お
り
、
75
歳
（
後
期
高
齢
者
）
を
超
え
る

会
員
の
就
労
策
を
よ
り
一
層
真
摯
に
検
討
す
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
契
約
金
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
度

よ
り
３
年
連
続
で
漸
減
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
適
正
就
業
推
進
に
伴
う
契
約
継
続
の

見
直
し
や
派
遣
事
業
へ
の
移
行
に
よ
る
も
の
が

主
た
る
要
因
と
考
え
ら
れ
、
平
成
30
年
度
は
登

録
会
員
数
の
増
強
及
び
就
業
の
場
の
拡
大
に
つ

い
て
「
認
知
度
倍
増
計
画
」
等
を
推
進
し
、
区

役
所
相
談
員
の
各
事
務
所
へ
の
配
置
統
合
・
拡

充
や
、
新
規
会
員
入
会
方
式
を
月
一
回
開
催
の

登
録
説
明
会
方
式
か
ら
予
約
制
随
時
登
録
方
式

へ
移
行
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
し
デ
ザ

イ
ン
を
始
め
と
し
て
大
幅
に
刷
新
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
か
わ
さ
き
南
部
斎
苑
」
と
「
か
わ

さ
き
北
部
斎
苑
」
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
民

間
事
業
者
と
共
に
事
業
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
平
成
30
年
度
に
つ
い
て
も
安
心
・
安
全

を
基
に
、
公
正
で
円
滑
な
事
業
の
執
行
に
努
め

ま
し
た
。

事
業
報
告

保険は
10月　義務化
詳しくは裏面をチェック→

か
ら

保険は
10月 義務化
詳しくは裏面をチェック→

か
ら 問合せ先／神奈川県くらし安全交通課　TEL 045-210-3552

自転車損害賠償責任保険の種類

個人賠償責任保険

団体保険

共済

ＴＳマーク付帯保険

クレジットカードの付帯保険

■日常生活での賠償責任保険等

自転車利用中の事故により他人にケガをさせてしまった場合などに備えて、相手の生命または
身体の損害を補償できる保険（自転車損害賠償責任保険等）に加入していますか？
※点検整備した自転車に貼られる「ＴＳマーク」も該当します。

自転車損害賠償責任保険等 加入状況確認シート

■業務中での賠償責任保険等（事業者向け）
自転車損害賠償責任保険の種類

施設所有者賠償責任保険

ＴＳマーク付帯保険

保険の概要

業務活動中の事故に備えた保険

自転車の車両に付帯した保険

自転車向け保険

自動車保険の特約

火災保険の特約

傷害保険の特約

会社等の団体保険

ＰＴＡの保険

保険の概要

自転車事故に備えた保険

自動車保険の特約で付帯した保険

火災保険の特約で付帯した保険

傷害保険の特約で付帯した保険

団体の構成員向けの保険

ＰＴＡや学校が窓口となる保険

全労済、県民共済など

自転車の車両に付帯した保険

クレジットカードに付帯した保険

すでに自転車損害賠償
責任保険等に加入して
います。

自転車損害賠償責任
保険等への加入が
必要です。

保険証券をご用意のうえ、
ご加入の保険会社にご確認ください。
※相当する補償がない場合には加入が必要です。

自転車損害賠償責任保険等に相当する補償が基本補償または
特約としてついていますか？ 
※特約の名称は、日常生活賠償特約など保険会社によって異なります。

共済、各種団体保険（職場で加入する保険や学校のＰＴＡ保険等）の
いずれかに加入していますか？

自動車保険、傷害保険、火災保険のいずれかに加入していますか？

事故による損害を補償する自転車損害賠償責任保険等の種類一覧

わからないわからない

わからないわからないわからない

わからないわからないわからない

わからないわからない いいえ いいえはい

はい

はい

はい いいえ

いいえ

昨今の自転車事故の状況に鑑み、自転車の安全で適正な利用と
自転車損害賠償責任保険の加入義務を柱とした条例を4月から施行します。

神奈川県は自転車の安全で適正な
利用の促進に関する条例を制定。

自転車条例を制定
乗る人みんな 保険に入ろう！

神奈川県は自転車の安全で適正な神奈川県は自転車の安全で適正な

自転車事故
の高額損害

賠償の判決

約9,500万
円（平成25年

7月神戸地方
裁判所）

小学生が
歩行中の

女性と衝突
し、

女性の意
識が戻らな

い状態とな
った。

監督責任
を問われた

母親に損
害賠償が

命じられた
。


